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市
の
民
間
譲
渡
・
廃
止
方
針
に 

反
対
の
声
広
が
る 

3
月
5
日
、
吹
田
市
の
内
本
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
「（
仮
称
）

吹
田
老
健
施
設
の
存
続
を
求
め
る
市

民
の
会
」
の
結
成
準
備
会
が
開
催
さ
れ
、

住
民
団
体
や
労
働
組
合
な
ど
か
ら
35

名
が
参
加
。
地
域
福
祉
の
拠
点
で
あ
る

吹
田
市
立
介
護
老
人
保
健
施
設
（
吹
田

老
健
）
の
存
続
を
求
め
る
切
実
な
訴
え

が
相
次
ぎ
ま
し
た
。 

吹
田
老
健
は
２
０
０
０
年
の
介
護

保
険
制
度
施
行
以
前
か
ら
、
当
時
の
吹

田
市
民
病
院
に
隣
接
・
連
携
す
る
形
で

「
中
間
施
設
」
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
病
院
か
ら
自
宅
へ
戻
る
た
め
の
リ

ハ
ビ
リ
や
支
援
を
担
う
画
期
的
な
取

り
組
み
と
し
て
全
国
的
に
も
先
駆
け

と
な
っ
た
施
設
で
あ
り
、
現
在
は
在
宅

復
帰
率
50
％
超
を
維
持
す
る
な
ど
高

い
リ
ハ
ビ
リ
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
吹
田
市
は
、
２
０
２
５
年
9

月
議
会
で
の
「
さ
ら
な
る
経
営
努
力
を

求
め
る
」
と
の
付
帯
決
議
を
受
け
、
赤

字
補
填
の
回
避
を
優
先
。
現
在
の
直

営
・
指
定
管
理
体
制
を
断
念
し
、
２
０

２
７
年
9
月
に
は
現
在
の
事
業
を
廃

止
し
て
民
間
譲
渡
ま
た
は
廃
止
と
す

る
、
極
め
て
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
の
方
針
に
対

し
市
議
会
で
は
、
民
間
施
設
で
は
敬
遠

さ
れ
る
困
難
事
例
の
受
け
入
れ
実
績

を
挙
げ
、「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し

て
の
役
割
を
市
も
自
覚
し
な
が
ら
、
財

政
効
率
を
優
先
さ
せ
る
の
は
矛
盾
し

て
い
る
」
と
の
厳
し
く
追
及
さ
れ
て
い

ま
す
。
利
用
者
の
将
来
を
ど
う
守
る
の

か
、
具
体
的
な
方
針
が
欠
如
し
て
い
る

市
の
無
責
任
な
姿
勢
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
準
備
会
で
は
現
場
の

職
員
か
ら
「
民
間
譲
渡
に
伴
う
労
働
条

件
の
悪
化
を
懸
念
し
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員

が
退
職
の
意
向
を
固
め
始
め
て
い
る
。

市
は
人
材
流
出
を
防
ぐ
と
言
い
な
が

ら
、
現
実
は
職
員
を
追
い
詰
め
て
い

る
」
と
深
刻
な
現
状
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
利
用
者
家
族
か
ら
は
「
ス
タ

ッ
フ
が
い
な
く
な
る
な
ら
リ
ハ
ビ
リ

も
や
め
る
と
い
う
高
齢
者
も
い
る
。
ハ

コ
で
は
な
く
人
へ
の
信
頼
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
実
態
を
市
は
考
慮
す
べ
き

だ
」
と
の
批
判
が
出
さ
れ
、
専
門
家
に

よ
る
財
務
分
析
で
は
売
上
は
横
ば
い

で
あ
り
致
命
的
な
経
営
悪
化
で
は
な

い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
「
赤
字
だ
か
ら
潰

す
と
い
う
論
理
は
、
市
が
財
政
負
担
を

嫌
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
福
祉
の
視

点
が
欠
如
し
て
い
る
」
と
民
営
化
方
針

に
厳
し
い
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。「
市

民
の
会
」
は
今
後
5
月
の
市
議
会
定

例
会
で
の
条
例
廃
止
阻
止
を
大
き
な

山
場
と
見
据
え
、
世
論
を
広
げ
て
い
く

方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

吹
田
市
中
小
企
業 

ブ
ー
ス
ト
ア
ッ
プ
補
助
金 

吹
田
市
は
人
手
不
足
解
消
や
作
業
効

率
化
に
取
り
組
む
市
内
の
中
小
業

者
・
個
人
事
業
主
を
対
象
に
、
最
大
200

万
円
（
補
助
率
3
分
の
2
）
を
交
付

す
る
補
助
金
を
始
め
て
い
ま
す
。 

【
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
！
】 

対
象 

取
得
価
格
20
万
円
（
税
抜
）

以
上
の
機
械
設
備
等
の
導
入
。 

活
用
例: 

「
自
動
梱
包
機
で
発
送
を
効

率
化
」「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
券
売
機
で

ミ
ス
削
減
」
「
高
性
能
ソ
フ
ト
で
受
注

拡
大
」
な
ど
、
業
種
を
問
わ
ず
活
用
可
。 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル: 

2
月
24
日
（
火
）

か
ら
メ
ー
ル
で
の
「
エ
ン
ト
リ
ー
」 

【
注
意
！
】 

予
算
上
限
に
達
し
次
第

終
了
。
交
付
決
定
前
に
購
入
し
た
も
の

は
対
象
外
。
事
前
に
相
談
が
必
要
で
す
。 

▼
詳
細
・
募
集
要
項 

（
吹
田
市
Ｈ
Ｐ
）  

プ
レ
ミ
ア
ム
率
40
％
の 

デ
ジ
タ
ル
商
品
券
が
始
ま
り
ま
す 

吹
田
市
が
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
る
市
民
生
活
の
支
援
と
地
域
経
済

の
活
性
化
を
目
的
に
、
市
内
の
対
象
店

舗
で
1
口
5
千
円
で
7
千
円
分
使

え
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
デ
ジ
タ
ル
商
品

券
」
を
販
売
し
ま
す
。 

【
購
入
方
法
】 

3
月
1
日
時
点
で
吹

田
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
。
申
込
は

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
世
帯
員
分

の
一
括
申
込
。
購
入
上
限
は
1
人
3

口
ま
で
。
当
選
者
は
4
月
30
日
か
ら

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
ア
プ
リ
で
商
品
券
を

購
入
・
利
用
で
き
ま
す
。 

購
入
申
込
： 

3
月
26
日(

木)

～
4
月
15
日(

水) 

当
選
者
購
入
・
使
用
開
始
： 

4
月
30
日(

木)

～ 

使
用
期
限
： 

8
月
31
日(

日) 

【
使
途
の
制
限
】 

た
ば
こ
、
税
金
、
公
共
料
金
、
金
券
等

類
の
購
入
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。 

【
事
業
者
の
参
加
方
法
】 

す
で
に
Ｐ

ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
を
導
入
し
て
い
る
店
舗

で
あ
れ
ば
原
則
と
し
て
新
た
な
参
加

申
込
は
不
要
。 

詳
細
は
こ
ち
ら 

 

伝
言
板 

無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
） 

3
月
19
日
（
木
）
13
時
00
分 

  

会
員
交
流
会 

春
の
リ
ク
レ
ェ
ー
シ
ョ
ン 

お
花
見
会 

明
和
池
公
園
は
、
開
放
感
あ
ふ
れ
る
地

域
に
愛
さ
れ
る
桜
の
名
所
で
す
。
遮
る

も
の
が
少
な
い
た
め
、
青
空
と
淡
い
桜

色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く
映
え

ま
す
。
整
備
さ
れ
た
遊
歩
道
や
遊
具
も

あ
り
、
家
族
連
れ
で
の
ん
び
り
と
お
花

見
を
楽
し
む
の
に
最
適
な
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。 

4
月
12
日
（
日
）
11
時
00
分 

 

会
場 

明
和
池
公
園
（
摂
津
市
） 

集
合 

Ｊ
Ｒ
岸
辺
駅
改
札
前 

会
費 

2
千
円 

締
切 

4
月
7
日(

火) 

参
加
申
し
込
み
は
支
部
役
員
も
し
く

は
支
部
役
員
ま
で  
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